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 1.　文化形成の過程
1.1　伝統文化について
　一口に伝統文化といっても、その範囲は明確
とはいえない。それぞれの関係分野で伝統文化
の把握の仕方に相違があるからである。また、
見解の相違があることから、伝統文化が正しく
理解されてはいないのではないかと思う。とき
には、文化全体を伝統文化と認識することさえ
ある。
　いま、一般論として、簡潔に伝統文化を説明
すると、「それぞれの地域の社会生活などで形
成された風土の中で、長年月にわたって育んで
きた文化である」といえるであろう。しかし、
伝統文化の概念に曖昧さが依然として残る。さ
らに、われわれは文明と文化についてもはっき
り区別しているとはいえない。現在、よくいわ
れている「文明の衝突」という表現に対して、
「文化の衝突」という言い方がないから、文化
は地域社会の中で育んできたもので、他の文化
との避けがたき対立をもったものではなく、そ
の地域の文化的風土のようなものであるからで
ある。また、日本文明という表現も見られない。
したがって、佐渡の伝統文化という場合、佐渡
で継承されてきた文化性を考えることに近いと
いう認識で、佐渡の文化形成と展開、これから
の継承の問題について、少し私見を述べたいと
思う。
　
1.2　佐渡の伝統文化の実像
　日本は島外からはいった文化を多く受け入れ
てきた歴史がある。同じように佐渡も島国とし
て、海からはいってきた文化がほとんどである。
いずれも海洋文化といっていいのではないかと
思うが、その後の政治的社会的変化、環海性か
ら生まれる複雑性など、この文化の生み出され
た背景の説明には困難さがともなう。しかし、
歴史を振り返って見ると、佐渡では、近世まで
継承されていた寺社のオコナイや神事が数多く
ある。
　中世のはじめに近江の日吉神社の庄園であっ
た新穂庄の神領地で行なわれてきた山王祭、八
幡には、すでにすがたを消した石清水八幡宮に
倣ったと思われる神事などがあった。
　また、地頭支配下の郷社の祭、村々の祭礼や
芸能、小規模な集落の農耕儀礼、地頭の指示で
西国から習い覚えてきたという芸能や風流、神
社の社人の家に伝えられてきた家例、回国の行
者や修験たちが持ち込んだ芸能、回船の船乗り
たちが湊に伝え残した民謡など、佐渡には時代
を異にし、また、さまざまな事情によって文化
がはいり込んできたのである。
　中世までは、多くの場合、宗教的事情でもち
込まれていることが多い。そして、近世になる
と、金銀山の開発によって、全国から人びとや
物資がいっきに相川に集まり、その動きにとも
なって他国の祭礼行事や芸能もはいってきた。
相川祭が佐渡の祭礼の手本のようになった。中
世にくらべて近世は、農耕を中心とした地縁的
村社会が成立して、その動きに連動して伝統文
化が成立した場合が多く、または他所から持ち
込まれてきたものも少なくない。例えば、能楽
は農耕の豊穣の祈りのために雨乞いや悪霊を抑
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えるための神事として行なわれていた申楽が、
室町時代に洗練された芸能として完成したもの
であって、中世前半期までは原初的な農耕儀礼
の一つとして存在したものであった。
　
1.3　文化財保護法の役割
　現在では、文化財保護法という法律によって
伝統文化も維持され、継承されていくことを目
指している。戦後の文化財保存では、古社寺に
あった国宝を国宝と重要文化財として指定し保
存・収蔵してきた。どちらかといえば政治的・
宗教的な建造物や古社寺、仏像などの指定が中
心であった。しかし、昭和４０年代からはじまっ
た社会・経済的変化に合わせて、伝統文化も文
化財保護法によって維持・継承させていくため
に指定するようになった。同時に、急激に変化
していく日常生活の中で使われてきた有形民俗
資料、無形の習俗・技術・芸能なども有形・無
形文化財としておく必要があるとして、文化財
保護法の枠がいっそう広げられた。
　佐渡では、急激な社会的変化のために、生業
の継承が難しくなり、消滅しそうになっている
有形・無形民俗資料を、この時代的要請に合わ
せて民俗文化財として指定して保存してきた。
　国指定の有形民俗文化財に指定されている事
例は佐渡にはいくつか存在する。
　明治中期まで日本海を回航していた和船を建
造する佐渡の造船基地は宿根木であった。室町
時代には、すでに佐渡南西部に海民がここに集
まり、能登、頚城、佐渡を渡り回る交易の湊と
して成立していた。越後からも海民が渡来し、
宿根木は「海の宿駅」として町を形成していた
ところであった。したがって、回船に関係する
道具を作り、生産技術をもった職人が集まって
いた。江戸時代になって、金銀山のため、その
中心である相川が繁栄したので、一時、湊とし
ての勢いがなくなったが、元禄時代前後から西
回りの回船が小木湊に寄港するようになると、
ふたたび回船の作事や造船、船道具などの生産
の需用が増加し活気をとりもどした。
　この時期に、宿根木に残されていた和船の船
大工道具、和船を造るための板図など、いち早
く収蔵して、国指定の重要有形民俗文化財とし
た。この指定は、この後、伝統的漁労用具など
の収集の先駆けとなった。宿根木にある民俗博
物館が中心になり、南佐渡地域の漁労資料を集
め、次いで両津郷土博物館で北佐渡（主として
両津湾北海岸）の磯漁、沖漁、製塩用具が集め
られ国の指定を受けた。
　外海府海岸においては、昭和５０年ごろから
時代が変わり、伝統的な生業が成り立たなくな
り、衣食住の生活様式が一変した。従来の木綿
中心の衣料も化繊が加わり、それ以前の麻、樹
皮繊維による伝統的な紡織習俗が消えていった
時期である。相川郷土博物館では、海府海岸に
残る紡織用具・製品と習俗などについて、その
収集と聞き取り調査を行なった。このとき収集
した成果を国から重要有形民俗資料として指定
された。
　以上、有形民俗資料の例を述べてきたが、水
田稲作の伝統の中で形成されてきた無形民俗行
事や資料についても同じである。有形民具は現
実の生業上の裏付けが失われており、当時の生
活者は死亡するか高齢化して、民具は収蔵庫に
しまってあるばかりである。この時期までの社
会環境が失われていることで、保存はできても、
それを継承するということの難しさが前途にあ
る。
　
1.4　多神教的風土
　グローバリゼーシヨン時代になり世界的に多
国籍企業が進出している。しかし、地域にはな
お根強く伝統文化が残り継承されている理由
は、経済社会の世界戦略という競争原理のもと
に行なわれる大量生産による物質文明のみでは
なく、地域における、それぞれの育んできた伝
統文化が一方には存在するという現実があるか
らである。
佐渡における伝統文化の形成と継承
ー 13ー
  佐渡の人びとはさまざまな文化を育んできた。
この文化には集落の形成過程に生まれた氏神の
神事、仏教系のオコナイ、その他農耕儀礼や鎮
守を中心に行なわれてきた神事などが、佐渡の
伝統的文化と深くかかわっている。佐渡は中央
からの寺社の支配下にはいっていた時代に、そ
れを契機に文化がはいってきた。また、回船の
往来が頻繁になると、中世には有力な神人など
の活躍によって神事や芸能などが持ち込まれる
ことになる。
　集落の成立、展開、そして他所からの影響な
どがあって、地域社会はさまざまに変化してき
た。伝統文化はこの歴史的過程でかたちづくら
れたものである。文化財指定を受けた限られた
文化財ではなく、伝統文化はもっと広くとらえ
ておくべきであろう。
  欧米のキリスト教世界や回教圏の宗教観のよ
うに、唯一神の神を信仰する世界とは違って、
東アジアの精神的な風土は多神教的である。原
初の時代には、すべてが自然信仰のかたちを
とっていたが、歴史の過程で一神教の教義を
もった世界宗教が支配するようになっていっ
た。しかし、日本では原初的な神にたいする多
神教的な信仰が残っている。この特質を生んだ
のは多分に東アジアのモンスーン的風土が影響
している。
　佐渡の集落の成立は、海と陸上との両方の生
業関係を見なければならない。縄文時代には佐
渡全体が狩猟漁労を営んでいた。最近の研究に
よると、この時代の末期には水田耕作以前の稲
作がはいっていたと考えられているから、佐渡
も同様に考えたい。つまり、農耕以外の漁業や
山仕事を兼ねた生活をしており、この時代の信
仰は自然神を対象としたもので、神々は基本的
には不可視の存在であった。これに対して、後
ではいった仏教は仏像や建物でその存在を示し
た。このとき神仏習合の思想と両者を論理的に
融合する本地垂迹説が浸透して、神像や掛け仏
が置かれ信仰の対象にした神社が現れてきた。
仏教がはいってきてからは、それぞれの信仰の
在り方に折り合いをつけ、神にたいする観念も
変容していった。
1.5　農耕儀礼のはじまりと祈り
　水田稲作が普及した弥生時代には稲作に対す
る農耕儀礼が成立した。この農耕儀礼は水源の
確保と水不足の解消を祈願するものが中心で
あった。例えば、北鵜島の北村家の「車田」は、
大佐渡の段丘地帯に点在していた垣の内農民が
田植え最後において行なわれたオオタの習俗で
あろう。そして、中心から右回りで外側に出る
かたちは、白山神社系統の「お田植え神事」の
中にも継承され残っている。
　ウカノモチという正月の神前に鏡餅といっ
しょに供える餅がある。この餅は狩猟漁労時代
からの稲霊を象徴したものであろう。この餅を
供えているところはほとんど見られなくなった
が、以前は海村でよく見受けた。
　佐渡の「作の神」といわれていた神社では、
稲作の年占いをしている例がある。これを「御
写真１　大久保白山神社のお田植え神事の開始
（平成元年１月３日）
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盛り物」といって、稲作だけではなく、一年の
集落の火事などの災害を占なっていた。このよ
うな集落全体の占い事を行なうようになったの
は、近世以後のことであろう。
　水田稲作で、もう一つの心配ごとは夏の病虫
害である。都市では、稲の病虫害の心配とは違っ
て、自然の悪霊から逃れるための祈りであった。
　近世の能楽の流れは、相川鉱山で行なわれて
いた金山大盛りの祈祷能を中心にしたものと近
世中期から国中で普及した農村の能楽がある。
また、そのころ潟上の天王社（牛尾神社・６月
１２日夜）で芸能化された鬼太鼓がある。この
鬼太鼓の源流は佐渡に昔からあった自然神であ
る十二神に、夏の災いから逃れるためにする祈
願の鬼踊りであろう。
　下久知の八幡宮の祭礼（９月１５日）に行な
われる小獅子舞の前で舞う鬼舞がある。ゆる
いテンポの間隔のあいた太鼓の音に合わせて、
ゆっくり一人の鬼が舞うかたちである。むしろ
舞うというより踊るような感じである。この鬼
舞は赤玉でも同じかたちをとる。このときの鬼
の面は、十二神を信仰していた海府海岸で手に
いれたものであるという。かつて内海府といわ
れた地域にある玉崎の神社の拝殿に掛けられて
いる鬼面は十二神そのもので、他の祭神がは
いってくるまでの神の具象的な面であったと思
う。
　鬼舞は祭礼のときになると、奉納芸の露払い
の役割をしている。天王社の鬼太鼓は夏祭りの
悪霊退散のために行なわれたものと考えられ
るが、天王社は牛頭天王をまつる祗園神社であ
るところから、ここでの鬼太鼓の役割は、稲作
に発生する病害虫を払うための芸能と考えられ
る。近在では、天王社を「作の神さま」といわ
れていたゆえんである。以前には、この神社で
新年に作占いの神事があり、周辺の村々から信
者が多数集まってきていた。
1.6　受容の文化
　十二神は自然神であるために不可視の存在で
あるが、新年のお供えものに十二個の餅を供え
写真３　岩首の熊野神社祭礼の鬼太鼓
（平成３年９月 15日）
写真４　新穂舟下の日吉神社祭礼の鬼太鼓
（平成９年４月１３日）
写真２　赤玉神社の鬼舞
（平成元年４月９日）
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ている例がよくある。当事者にはほとんど意
味がわからなくなっているが、神社祭神がはっ
きり定められる前は、正月には、このような神
供のかたちであったものだろう。古代末期ごろ
から紀州の熊野修験が日本海の北部海域に、布
教活動をする神人が進出し、羽黒修験と関係を
もって佐渡にも教線を広めていた。このとき
十二神と熊野信仰が関係をもったと考えてい
る。つまり、熊野十二権現との習合がなされた
のである。また、仏教との関係でいえば、薬師
如来の守護神として十二神将がまつられている
が、このかたちも、在地における神仏習合のす
がたをあらわしている例である。
　薬師如来をまつる近くに十二神堂があった
り、古代に建てられた国分寺の本尊が薬師如来
であり、奈良仏教の民間への浸透も、すでに民
衆の心をとらえていた薬師如来をまつることか
らはじまった。先住民は渡来仏教の宗教的権威
を受け入れながら、すでに人びとが信仰してい
た十二神もそのまま信仰し続けてきたのでる。
　この十二神と山の神を結びつけて、十二神を
山の生業の人たちだけの信仰のように考える向
きがあるが、佐渡の海村には海猟の守護神とい
われている例（野浦など）もある。稲作は水田
耕作が中心になる前の時代には、陸上だけでは
なく海の幸も生業の対象になり、農耕民と漁業
者とは未分化であった。十二神はこの時代から
続いてきた信仰である。
　
1.7　西国文化の渡来
　近世になって、測量技術が進み、東西南北が
正確に描かれるようになると、佐渡は日本列島
の北という認識はなくなったが、それまでは、
例えば『延喜式』（巻１６）には「東は陸奥、西
は遠値嘉、南は土佐、北は佐渡」と記されている。
佐渡を北の端という認識によって、佐渡の金北
山は北山といわれていたのであろう。また、大
佐渡の風土は感覚的にも弥生文化以前の雰囲気
をもっている地域である。一方、国中と小佐渡
は西国的であるという印象を受ける。この関係
を越後へ延長して見ると、阿賀野川が北方文化
と西国文化の境界であり、また、太平洋側では
阿武隈川がその境になっているように感じる。
　西国から北進してきた大和政権の勢力は、し
ばらくの間、ここが前進基地であったと思われ
る。佐渡の文化が多様であり雑多であるのは、
この地理的位置と関係があるであろう。西国か
らきた大和政権は、物の調達・輸送にあたって
渡海条件のよい佐渡が戦略上重視されていたこ
とが想像される。この時代から波のように西か
ら文化が押し寄せてきたのである。　
  海に囲まれ、出入りが自由にできた佐渡は、
奈良時代には律令国家の政庁である国府がおか
れ、また、西国の有力寺社の神饌物（海産物）
の調達場所になっていた。伊勢神宮の神領地
があったことも考えられるし、石清水八幡宮の
領地や敦賀の気比神社、日吉神社の支配下には
いっていた地域もある。
　八幡宮を鎮守にしている村がいくつかある。
両津湾北岸、内海府といわれる地域の見立の鎮
守は八幡宮である。村オオヤであった本間平兵
衛家が社人になっていた。この神は近世に下久
知の八幡宮とのつながりをもつことになるが、
もともと八幡宮は村オオヤの地神としてまつら
れ、早くから河川の水を引いて、水田稲作を
するための垣の内農民の信仰の対象になってい
た。戦前までは伝統的な年中行事が行なわれて
いたらしい。
　
1.8　百万遍念仏と卯の日祭り
　見立集落では、１月末、２月１日、同４日に
村行事として真言が行なわれていた。この４日
の立春までの期間が、昔は「忌みの日」として
農耕に従事している人たちが、作をつかさどる
神に対して不淨を避け、身を清め忌み慎む期間
であったと考えられる。この４日を「お祭りは
じめ」の日といわれ、この真言は農耕開始の祈
祷であった。
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　大佐渡の北東部には、１９世紀のはじめごろ、
木食行の修行者、淨厳が近くの山に山居して、
海岸集落に立春の百万遍念仏を教えた。その伝
統がいまも残っている。しかし、百万遍念仏の
意味も、３回行なっていた行事もいまは省略さ
れそうになっている。
　忌みという行事は水田稲作をはじめた人たち
の行事であったと思う。お祭りはじめという言
い方は外海府方面に残っているばかりで、この
終了は「お祭りおさめ」という霜月（１１月）
の「卯の日祭り」という神事として、東立島や
東強清水に残っているにすぎないが、昔は佐渡
一円の農耕民の神事として行なわれていたので
あろう。
　東立島は小規模な村組がいくつか存在した。
農耕にもっとも関係が深い小田原神社、熊野神
社、海運に関係する白山神社、海神の龍蔵神社
など数社が合併して、現在の小田原神社が集落
の神社として建てられた。近年まで、昔通りの
卯の日祭りを執り行っていた小田原神社を信仰
していた人たちの行事が、村行事として伝えら
れたために、この神事が続いてきたのである。
  節分の行事は二十四節気の開始の日として、
とくに農耕民には重視されてきた。大正月、小
正月という行事が入り混じって、混乱していた
が、旧正月の元旦と時期があまり違わない２月
３、４日は太陽の動きに合わせた農耕民にとっ
て、新年のはじめのだいじな時期であった。
　
1.9　鬼の概念と佐渡の開発
　佐渡の先住民が信仰していた十二神の化身が
鬼であったと思われるが、このようなすがたが
現われたのは、先住民がいた土地に、北上して
きた大和勢力が進出してきたからであった。こ
の先進勢力は先住民との対話と交流を通して、
先住の人たちがまつる十二神を神社としてまつ
ることを認め、先住民を鬼としてではなくサル
タヒコという祭神にした。大和政権の神々の案
内役としての神にまつられることになった。
　内海府黒姫の山本家では、節分に「福は内、
鬼は内」と唱えている。鬼はオニと考えるべき
であろう。仏教の影響を受けてくると、悪霊を
呼び込む存在、忌避すべきものとして鬼は追儺
の対称になった。
　日本では、鬼は二面性をもった存在として考
えられている。大和政権の時代になってくると、
異質の人たちを鬼と称するようになったからで
ある。つまり異邦人という観念で見られるよう
になった。出雲族であるエビス神も同じような
見方をされている。
　古代末、国衙領の東部、大野川と新穂川の扇
状地に、近江の日吉神社（山王社）の荘園、新
穂庄ができた。この領域は条里水田の東側にあ
たり、条里以後の開発の中心であった。日吉神
社はここからの貢納米を期待したからである。
また、気比神社（敦賀に本宮）の神領地の一つ
であった二方潟周辺の干拓によってできた水田
からも貢納があったと思われる。佐渡は海産物
だけではなく、米の生産もある豊かな島であっ
た。
　古代の佐渡関係記録には、佐渡の塩や軍船を
蝦夷地の鎮定のために、出羽国雄勝城に運送し
たという事実を記している。おそらく、米も佐
渡から送られていたであろう。佐渡は北方領域
の中でもっとも便利な輸送基地であった。
　
1.10　祭礼の起源
　このような条件と資源にも恵まれていた佐渡
で、早くから行なわれていた荘園や寺社の祭礼
には、中央から導入された神事やオコナイが
あったはずであり、現在見られる祭礼のやり方
の中にも残っているのではないかと思う。
　新穂の日吉神社の祭礼は４月中旬である。近
江の本宮の祭礼を見習って行なわれていた。し
かし、室町時代の村殿の台頭した時代には祭礼
が一時とぎれ、近世の中期になって近江本宮の
祭礼のやり方を問い合わせてまた復活した。
　日吉神社の祭礼は庄園内の七社から渡御して
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くる神輿が中心であり、神輿は近江の本宮にな
らって唐崎回りをするしきたりになっている。
この日吉神社がはいってくるまでは、自然神と
して天神社はじめ十二神社や八幡社、薬師堂な
どがあったと見られる。いわゆる有力な神が、
先住の神を取り込むように重なって神社が成立
している。
　祭礼にはもう一つの特徴があり、神仏習合の
かたちをとっていることである。新穂庄の中を
流れる大野川の扇状地の扇頂に清水寺という
古刹がある。本尊は千手観音である。造仏年は
鎌倉時代だろうとされている。しかし、この観
音堂の中には平安期の作と見られる薬師如来が
まつられている。おそらく、新穂庄が成立した
段階で薬師信仰の寺であったものが、日吉神社
の本地として観音菩薩がまつられた可能性もあ
る。
　山王祭りに門付けして回る鬼太鼓は、少なく
とも近世の後期までは行なわれなかった。鬼太
鼓の発祥地といわれている天王社（潟上、牛尾
神社）で行なわれている鬼太鼓は、ここから日
吉神社七社の一つ、八王子権現に付会して新
穂全域に広まったのであろう。鬼太鼓は天王社
の社人本間家の能楽の影響を受けて、鬼の面は
能楽の面が使われ、その流れは八王子日吉神社
にも影響しており、その後、ここの鬼太鼓の面
はいちように能楽で使われる鬼面を使うように
なったものであろう。前浜海岸の鬼太鼓の面と
は全く異なっている。
　
1.11　木地師と神仏
　クリブネ時代の船材は巨木を利用した。佐渡
は船材に適した杉の産地であった。山には杉の
巨木が多く、一部には神木になっている場合も
ある。いわゆる「船木の島」であった。この資
源を利用する杣びとや木地師がはいってきた。
　小倉川の上流に小倉集落がある。ここには長
谷寺があり八幡宮と白山神社などがある。歴史
的に琵琶湖北東岸の十一面観音の信仰地域との
関係が深い。この地域は大和政権時代から大和
と越前敦賀とを結ぶ道沿いにあり、敦賀から日
本海に出て、北上していく海上の道につながっ
ている。小倉の長谷寺には重要文化財に指定さ
れている三体の十一面観音がまつられており、
この地域の山中に船材の森林資源が豊富にあっ
た。琵琶湖岸で十一面観音を信仰する木地師な
どが、海上の道で佐渡へ渡ってきたものだろう
と考えている。すでに近江では、八幡宮と十一
面観音は習合しており、小倉でも同じような関
係が成り立っていたのである。
　しかし、小倉山にいたそれぞれの信仰集団は
室町時代になると、長
な が や ち
谷地という沢合いの地に
十一面観音が集められ、長谷寺（長谷地にある
寺）という寺が成立したのではないかと思って
いる。
　また、この地域は地蔵信仰の歴史もあり、中
世以後、小佐渡の霊場になった。
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2　　地縁的村落の形成と文化
2.1　室町時代にできた村々
　『佐渡四民風俗』によると、「上浦の辺、回船
の雇い水主に出て、松前へ稼ぎにいっていた」
ということを述べている。上浦は赤泊より西側
の海村である。このあたりの海村は室町時代ご
ろに、周辺に散在していた人びとが、他所か
らはいってきた集団と一つにまとまって村をつ
くった。その例として、赤泊地区の真浦がある。
　元禄 5(1692) 年の寺社書上げによると、真浦
には大宮権現（白山権現）、熊野権現、天神社、
若宮権現（八幡若宮）、阿弥陀堂、観音堂などが
見られる。白山、熊野の神社にかかわる人びと
には海上交易に従事していた神人たちがいた。
つまり、古代から中世前半にかけて熊野権現の
信仰が広がっていて、その上に室町時代に白山
権現がはいってきたという事実を示しているの
であろう。現在では、すべての神社をまとめて
真浦神社一社にしているが、いまも真浦神社で
は東立島とは神事のやり方を異にする卯の日祭
りが行なわれている。この祭りは八幡系のオコ
ナイと思われるが、集落の結束をたかめるため
に、近代になってから集落行事となったと考え
ている。
　佐渡の海岸一帯は陸上の垣の内農民と海民が
混在して、散在して住んでいた期間が長かった
のである。しかし、室町時代ごろになると、海
上交易が盛んになってきたので、その船の通路
にあたる前浜および東浦方面は回船の寄港地と
なり、この交流を通して、さまざまな神仏や人
びとがはいってきた。同時に他国からの情報も
はいってきて、このあたり一帯は活気に満ちて
いた。
  北陸方面に勢力をはっていた織田氏は甲斐氏
らとともに、この時期に東浦や東浜に配下をお
いていた形跡がある。両尾、羽二生、片野尾な
どに、かかわりがあったのではないかと思われ
る数軒の家がある。
　水津の加賀屋という回船宿であった次郎左衛
門家は水津の草分けの家であるといわれている
が、かつて、ここへ先祖が加賀から渡来すると
き、如意輪観音を持参してきたという。着岸の
場所は風島弁天の北、横澗といわれている入り
江である。このときはまだ水津が成立してはい
なかった。一時、近くの片野尾の（織田）助左
衛門家に身を寄せていたと伝えられている。助
左衛門家は集落の中央にあり、海上を往来する
回船との交易にかかわっていたかもしれない。
　東浦一帯は回船が風の方向、潮の流れを見る
ために、海岸に一時沖泊りをする場所であった。
　
2.2　白山神社の創建と熊野神社
　室町幕府と関係をもっていた北陸の白山権現
は、加賀・越前・美濃に信仰勢力が分かれていた。
この白山は三国にまたがって、どっしりと構え
た山容は早くから山岳信仰の霊山として、日本
海を行き来する回船の「山だめ」（山あて）をす
る指標となり、航海や漁労者の守護神として崇
められた。また、日々の飲み水や水田の潅漑用
水を供給してくれる神々の山となっていた。最
初は麓の人びとにとっては祖霊がやどる聖地と
なっていたが、その後、山岳修行や神仏習合の
霊場へと変わっていった。加賀の白山は神仏習
合では本地仏が十一面観音で垂迹神は白
しら や ま ひ め
山比咩
命であり、越前では阿弥陀如来を本地仏とし、
麓には平泉寺がある。この時代に佐渡へ白山信
仰がはいってきたものである。佐渡では加賀の
白山比咩神社系統の白山神社がほとんどである
が、、一部、越前の平泉寺系の白山権現もはいっ
てきている。場合によっては美濃の長滝寺系の
白山修験の影響を受けているのかも知れない。
　佐渡の白山神社には古刹寺院の境内社とな
り、本尊（十一面観音）の守護神になっている
場合と、神仏習合のかたちをとらないで、単独
で神社が建っている場合がある。越前の白山神
社（平泉寺）は小佐渡多田から北方向の丸山、
畑野地区の河内、大佐渡の金北山の南・北の麓、
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平清水、北田野浦（ここは北山神社）という南
北の線に沿っており、この線は金北山頂を通っ
ている。いずれの白山神社も鉱山開発に関係し、
榎氏が住んでいる。また、北方守護神の毘沙門
堂もあるし、木地師との関係があるように思わ
れる。越前の大野から渡ってきた木地師には能
面師がいたはずであり、一透という能面師の
ルーツを考えるヒントになるかもしれない。
　かつて金北山が北山といわれていたころ、
十一面観音をまつる山であったが、上杉景勝の
支配下にはいって、上杉氏が信仰していた毘沙
門天や地蔵菩薩（将軍地蔵）が持ち込まれ、地
蔵菩薩の山になった。このごろは北山信仰が
もっとも盛んであった。ことに、北山は新潟方
面から渡海してくる船の山あてになっていた関
係で、新潟から北西側に見える北山を信仰する
人たちが東佐渡に多かった。金北山になったの
はこのあとであろう。
　また、小佐渡の蓮華峰寺、長谷寺、清水寺、
長安寺などにまつられている境内社の白山神社
の勧請時期と小佐渡海岸に建立された白山神社
とは、ほぼ同じ時期であろう。
　一方、白山神社が八幡宮に隣接していること
もある。下久知の八幡宮の例であるが、この二
社の合祀によって、祭礼の芸能が組み合わさっ
て、その神社だけの特徴をもった祭礼行事に
なった例である。このように、室町時代の船の
行き来は、祭礼の芸能を持ち込む契機になり、
地域的特徴をもったものになっている。
　白山権現の信者は、地頭の力によって河川の
水を引いて洪積台地を開発する主役をなしてい
たかもしれない。小佐渡では久知川を中心にし
て大佐渡では開発の遅れていた洪積台地の水田
化がこの時期に進んだ。これによって各地に新
興の村殿が台頭した。集落の鎮守の祭礼が芸能
をともなったものになるのはこの時期である。
白山権現をまつる地域では、開田成功を神に感
謝し、豊作を祈る祭礼となってあらわれたので
あろう。
　白山から日本海に流れ出る大きな川は加賀
（石川県）には手取川、犀川などがあり、越前（福
井県）には九頭竜川がある。中世の後半は、こ
の川の豊富な雪融けの水を利用して、広大な水
田が開かれた時代である。豊かになった農村で
は祭礼も華やかになった。白山権現の信仰圏に
は白山神社系の神事芸能が広がっていった。
　加賀の延喜式内社である大野湊神社は、犀川
の川口にあり、中世は大野庄の総鎮守であった。
また、加賀の遠隔地交易の要津であり、そこに
は宮腰（金石）がある。ここが、加賀系の白山
信仰が日本海に進出する基地になっていた。石
川県鶴来にある白
しら や ま ひ め
山比咩神社（白山本宮）の末
社は、ここから北上し能登、越後方面に分布し、
越後の能生白山神社を経て佐渡へも教線を広げ
ている。主として小佐渡にある白山神社は、こ
うして渡来したものであろう。
　白山神社は、こうした農耕民の神事芸能を広
める役割をはたしたと思う。
　能登と越中の国境にある石動山の五社権現の
中に、白山神が客人権現としてまつられている。
旧新穂村の上山王の祭神の一つも、白山権現を
客人権現にしている。山王社が創建された以後
に、ここにまつられたことになる。
　能登半島の最東端に鈴三崎がある。丁度、こ
の三崎は小木三崎の方向を向いている。古来、
ここに鎮座する須須神社は珠々権現と称され、
北陸鬼門の鎮守であった。ここを往来する回船
は航海安全を神に祈ったのである。また、近く
にある山伏山は、日本海に向けて狼煙をたく海
上交通の指標地であった。そして、小木三崎の
ほか、頚城の能生町の東にある権現崎という台
地の麓にタブノキの社叢を背景にして白山神社
がある。
　この白山神社は『白山縁起』によると、長寛
元(1163)年に加賀の白山比咩神社の末社になっ
たという。この能生が越後や佐渡の白山神社布
教の拠点になったと考えられる。別当寺として
太平寺があり、重文の聖観音があり、十一面観
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音などがまつれれている。なお、白山神社に日
本唯一の明和 3(1766) 年に寄進されたハガセ船
の絵馬（近世以前の回船の系統）がある。
　小木半島宿根木の船が、盛んに珠洲三崎あた
りの集落と交易をしたことが想像され、近世に
はいっても佐渡からは米や買い付け資金をもっ
て、塩買いに渡海していた。小木、頸城、珠洲
は近距離にあったので、交易活動が活発に行な
われていた。
　杉野浦に勝蔵院という熊野修験の家がある。
この家には鎌倉時代のものと見られている笈が
ある。白山権現が佐渡へ渡来するときには、す
でに熊野信仰が存在していた。宿根木の白山神
社も同様なかたちがあったと見られ、回船人た
ちの信仰を受けていた時宗､ 称光寺は、熊野信
仰の人たちも、その中に組み込まれたと考えら
れる。
　勝蔵院の由緒書によると、先祖は熊野修験で、
早くから佐渡の沢崎に渡来し、その後、羽茂殿
のもとにいて、杉野浦に移ったのは１６世紀で
あるという（『赤泊村史』上巻）。
　集落を形成するとき、稲作を行なう村組を垣
の内と佐渡でいった。この集団がさまざまな農
耕儀礼を伝えている。この集団が稲作のために
開いた広い田地を名
みょうでん
田といった。また、車田を
伝えている北鵜島の北村家は集落の北の端にい
た垣の内農民の一人であった。同家は石動権現
の社人をしていたが、北陸で深い関係にあった
白山権現とは無縁ではなかった。
　杉野浦では「名 ( な )」という集落の組がある。
他所では「ジョウ」という言い方が多いが、こ
こでは名といっている。集落の移動によって原
初的な地縁集団を形成するようになったときに
生まれた地名であろう。
　熊野権現は杉野浦の三つの名の氏神であっ
た。熊野権現の氏子は正月にさまざまな行事を
行なっていた。つまり熊野権現のオコナイとし
て伝えられていた。９月１７日の祭礼のときに
は、祭礼の芸能として奉納された小獅子舞は、
最初、熊野権現に奉納して、その後、社人の竹
たけな
名（斎
藤八兵衛家）で舞ったという。昔、三つの名の
代表者が熊野本宮から習い覚えてきたものであ
ると伝えている。このころ、信仰を通して全国
的交流が活発化しており、羽茂地区の村山から
も、金峰山系修験の吉野山開山のようすを表わ
した「鬼舞つぶろさし」を習い覚えてきたとい
う。現在伝えられている村山のつぶろさしであ
る。
　そして、もう一つの芸能、杉野浦で小獅子舞
といっしょに舞う花笠踊は白山系の芸能と思わ
れる。
2.3　地縁的な近世集落
　多くの海村では、近世にはいると、大佐渡の
海岸線につぎつぎと集落が成立した。この集落
の特徴は同族的、信仰的な集団というよりも、
地縁的に結びついた生活共同体であった。現在
の集落はこのときに原形ができたのである。
　杉野浦には白山権現のほか熊野権現もあっ
た。熊野権現は東端の竹名といわれている地区
にあったが、近代になって熊野権現は白山神社
に合祀されたのである。
　小獅子舞は鹿舞と書くこともある。鬼太鼓と
同じように、祭礼行事を行なうときに、祭場を
浄める役割をもっている。露払いの行事をして
から芸能が奉納される。そのため前浜では小獅
子が先頭に立つことが多い。その後、北前船が
行き来したころから大獅子舞がはいってきて、
小獅子と同じ意味合いをもった芸能として奉納
された。
　佐渡では小獅子舞が８か所に残っている。小
木の稲荷神社のご神体は伏見稲荷より奉遷した
とされ、小獅子舞は道中の露払いの役割をした
という。木崎神社の祭礼に奉納される風流の先
頭に立っている。また、赤泊新谷では赤泊町の
有力者が、京都の祇園祭より習ってきたものだ
という。また、城腰と赤玉の小獅子舞（鹿舞）
は同系統の舞いで、最初、赤玉にはいってきて、
佐渡における伝統文化の形成と継承
ー 21ー
久知殿の守護神八幡宮に奉納されたものであろ
う。八幡宮の祭礼では鬼舞の後に続いて行なわ
れている。
　なお、大佐渡では南片辺の白山神社にも小獅
子舞がある。ここでは各戸に門付けをしては回
らない。ここからは金北山の山頂が見え、それ
を山あてにして回船がはいってきたことが想像
され、その船乗りが伝えたのであろう。北河内
にも小獅子舞がある。これは村の人が赤泊から
導入したもののようである。また、北田野浦で
は４月１４日の祭礼の宵宮に奉納される。ここ
では、神社が合祀される前の信仰的な系譜を考
察することはできず、早くとも近世の後期には
いってきたものであろう。
　外海府の範囲は近世まで鷲崎までの長い海岸
線であった。ここは垣の内が少なく、海稼ぎで
生計を立てる海民が住んでいた。そして、現在
の景観にちかくなったのは、金銀山の開発がは
じまってからである。
2.4　金銀山の開発と外海府の海村
　相川に金銀山が本格的な開発をはじめたのは
慶長年間である。上相川の山中、羽田村と小川
村の境界に、鶴子から尾根を越えて北側の山々
にはいってきた山師たちによって、本格的な坑
道掘りが開始された。それまでの砂金採取や露
頭掘りの時代にくらべて、坑道から鉱石を掘り
出し、それから金銀を精錬する時代になると、
山師や金児はじめ坑夫、人足などの人間が多く
集まり、それにともなって資材、精錬場などが
必要になってくる。当初は上相川の台地に山師
が統括する鉱山町ができ、ここに金山町が当起
（検地帳に新しく記録されること）された。
　さらに、慶長 8(1603) 年、海岸に近い場所に
奉行所が建つことになると、この周辺の台地に
地役人や商人町、一部には山師町などができ、
いっきに人口が集中して鉱山都市が誕生した。
佐渡が産金のために幕府直轄地となったから、
何よりも奉行所は産金量を上げることを願っ
た。初代の奉行（当初は代官）の大久保長安は、
春日神社に鉱山大盛りのための能面を寄進し祈
祷能を奉納したという。能楽興行の意味合いは、
農村地帯の国中や羽茂方面とは違って、産金の
祈願という性格を強くおびていた。
　このとき外海府地域は、相川の近郊地として
資材、食料の供給地になり、いっせいに海岸部
に集落が形成され、それまでと海岸における景
観が一変した。
　佐渡は海に囲まれているために、回船が動き
回り、人間や資財が遠くからでも集まり、運び
やすい条件をもっていた。同時に全国からの年
中行事、習俗や芸能がはいってくるようになっ
た。その表われの一つに相川鎮守となった善知
鳥神社の祭礼がある。
　
2.5　善知鳥神社の祭り
　『佐渡年代記』の寛永二十年の記事に「９月
１９日善知鳥明神の神事はじまる」となってい
る。この時期に前身である住吉明神に代わって、
相川の南郊に善知鳥神社が建立され（1600 年）、
一丁目からの埋め立て事業もおわり、南側の町
並みが完成した段階になって統一された祭礼と
なったのである。
　祭礼の及ぶ範囲は下戸より戸地までの七浦で
あった。このとき伊丹康勝奉行の寄進によって
神輿ができたという。そのときの祭礼模様はわ
写真５　相川善知鳥神社の鬼太鼓
（平成６年 10月 19日）
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からないが、少し後の延享 3(1746) 年の祭礼絵
巻に描かれている。
　神輿の渡御は中世に新穂庄の山王社で行なわ
れていたと思われるが記録はない。そのころ日
吉神社の祭礼は佐渡の代表的祭りと思われてい
ただろう。それ以後、近世になっても国中の最
大の祭りとなっていた。
　羽吉の羽黒神社や下久知の八幡宮、新穂の山
王社の流鏑馬神事は、中世の地頭たちが自分の
守護神の祭礼に奉納したものであるが、伝統的
様式を残して今日まで伝えてきた。例えば、羽
吉の羽黒神社、下久知の八幡宮などである。
　滑稽なしぐさで人気のある「つぶろさし」（太
神楽）は稲作の豊作を祈る芸能であると思われ
るが、羽茂殿の指示によって上方から習い覚え
てきたものであるという。「つぶろ」は子孫繁
栄も意味し、赤泊地区の鬼太鼓や大獅子の前で
御幣をふって景気をつけるローソ（道祖神）の
踊りにも影響し、腰には小さなつぶろをつけて
いる。しかし、祭礼全体で組織だった祭りとし
て成立するまでは、まちまちに行われる芸能で
あったと思う。
　相川の神輿の渡御には、祭り絵巻によると、
先頭に鉾、それから猿田彦、豆蒔、鬼太鼓（鉱
山大工が打つ御太鼓）、賽銭箱、大獅子などが続
き、後続には町々より祭り屋台が繰り出されて
いた。祭りは一年一度の楽しみになって、賑わ
いだ祭り風景であった。このときの屋台の大き
な絵にはネブタや竿灯に似たものが見られた。
普通いわれているように、京都の祇園祭を真似
たものではなく、鉱山町相川の風土と他所から
持ち込まれた文化とが混ざり合って、独特な祭
り雰囲気をもっていた。これこそが地域で育ん
できた文化性であり、土地に根付いた伝統的な
文化といえるだろう。佐渡の芸能の多くは西国
から導入したものが多いなかで、鉱山町の相川
は全国から集まってきた人たちの影響を強く受
けていた。
　一口に鬼太鼓といっても、相川では太鼓の音
に合わせて翁が豆撒きをするようすは三番叟の
舞い方に似ている。そのとき鬼は前方で立って
いるばかりである。沢根方面から小木道に沿っ
ても、同じ舞いが伝播している。写真 7　羽吉羽黒神社祭礼で行う射手の潮ごりの途中
（平成５年６月１５日）
写真６　宿根木祭りのチトチントン
（平成９年 11月 16日）
写真８　徳和大椋神社祭りの御旅所における鬼太鼓
（平成８年９月１５日）
佐渡における伝統文化の形成と継承
ー 23ー
　しかし、国中方面では獅子と鬼がリズミカル
な太鼓の音に合わせて舞う。そして、小佐渡の
前浜などでは、獅子は鬼太鼓と別に鬼太鼓の先
に門付けをして回わっている。猿田彦が大獅子
の前で御幣を振ることが多いが、祭礼が様式化
してくると、猿田彦は神輿の先頭に立って、神
輿の道案内をする役割を担ってくる。小佐渡の
ように、大獅子の前で御幣を振るのは、獅子（神）
の案内をする意味と道祖神の役割もはたしてい
る。
　このように、広い地域に関係していた鉱山地
域と古くからの農耕を中心とした国中や、他地
域との関係が多様な海村とでは、佐渡という狭
い地域においてもさまざまな芸能や習俗などが
入り込んでいて、その土地だけの特徴をもった
ものになっている。
2.6　集落の結合と団結
　中世には集落間の境界が明確にきめられては
いないことが少なくなかった。近世にはいると、
地縁的な村落が誕生する。にわかに境界争いが
各地に発生したのはそのためである。したがっ
て境界を有利にしようと偽文書がよく書かれ
た。
　境界線を明らかにすることによって、村の権
益も守られ生活を安泰にしようという共同体意
識が生まれた。ことに、海の権利は中世までの
郷村であった村がもっているという例が多く、
例えば、大佐渡海岸の達者村の一部に漁村の姫
津ができるが、村の地先権のある磯漁に関係な
く、沖漁をするための村として成立することが
できたのである。また、戸中は戸地の地域に鉱
山地からはいってきて村立てをした。また、北
田野浦は入崎までの間が領域であったが、近世
になると、そこに高下村や千本村ができた。
  一方、東浦の場合では、少し早く室町時代ご
ろに月布施と野浦が村として独立をするが、月
布施は水資源に恵まれ、早くから垣の内が成立
して稲作をはじめていた。しかし、室町時代ご
ろに盛んになった新潟方面との交流がはじまる
と、回船の山あての山として北山信仰が盛んに
なり、片野尾にいた毘沙門信仰の講中は、毘沙
門堂と片野尾の北山神社を分霊して、海に近い
月布施集落の中央に下りてきた。
　北山信仰は上杉氏の影響を受けて、毘沙門天
や将軍地蔵と結びつくことになったので、この
集落にもその影響がつよく見られる。
　月布施の観音寺の記録には、村落と寺との信
仰的な関係を示すオコナイが書き記されてい
る。また、毘沙門堂が片野尾の山から下りてき
て、現在も行なわれている「ドウ押し」の神事
は、下りてきた当時からのオコナイを続けてい
るのであろう。この村は北側に三浦四郎左衛門
という渡来してきた武将を先祖にもつグループ
がいて、背後の山に将軍地蔵権現をまつってい
る。佐渡が上杉氏の支配にはいってからの勧請
であろう。そして南側は白山権現の氏子の範囲
であった。こうして集落は三つの集団に分かれ
て村を形成している。
　近世においては、年貢を確実に収納するため
に住んでいる土地から自由に移動することを規
制した。かならず村民を近くの寺院に宗門とし
て帰属させ、名主は人別改めを行い、村を離れ
る場合には寺発行の身元を明らかにする証文を
必要とした。これが旅に出るときに必要だった
「往来手形」である。
　佐渡において一国の検地をはじめて行なった
のは慶長 5(1600) 年で、検地のやり方は米の刈
写真９　羽茂大崎 ( 絞張）で行われた真言はじめ
（平成 12年１月 17日）
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高が中心であった。ついで元禄 6(1693) 年に行
なったものは田畑屋敷面積を明示して、検地請
人を明確にした。
　検地の大きな目的は耕地面積と生産高を検出
して、農民に貢租の責任を負わせたことである。
その結果、耕地ごとの年貢高がきまり、集落全
体の年貢高が決定されたのである。
　この検地によって名主はじめ村全体が年貢納
入責任をもつという仕組みになっていた。また、
一時的な移動にも寺を通してそれを規制すると
いう仕組みができていた。この年貢の責任と移
動の規制を村びと側から、いっそう強固な結び
つきとして支えたものが五人組である。一年に
一度、村びとに名主が読み聞かせたという五人
組帳は、元禄検地帳とともに村の帳箱にだいじ
に保管されていた。
　現在も行なわれている立春や正月末ごろに行
なわれる集落の入り口に置かれている「魔除け」
とか「ハリキリ」という祈祷札は、この村落共
同体ができてからの行事であろう。ハリキリは
集落によってさまざまなやり方がある。この行
事の詳細については、別の機会に述べることに
する。
　このようにしてでき上がったのが近世村落共
同体である。この共同体は生活共同体としての
性格をもっている。一つの限られた領域の中で、
生活を維持し後世に子孫を残していくという観
念をつよく植え付けることになった。それは家
族制度という家の存続をはかるための独特の社
会制度ができる背景であった。
2.7　近世的芸能
　元禄時代以後になると、西のほうへ向かう佐
渡船は、敦賀を越えて山陰や瀬戸内、大坂に向
かうようになった。いわゆる西回り航路である。
上りの船荷の多くは石物といって米や大豆であ
り、佐渡からは奉行所の年貢米、商人の扱う町
米など、佐渡の湊には販売用の米が集まってい
た。大佐渡では沢根湊、両津の夷、小佐渡では
小木、赤泊、多田・松ヶ崎などの湊である。そ
こに新興の米商人が台頭し、回船問屋が栄えて
活気にみちていた。
　日本海を往来する回船は、帰り船には珍しい
生活道具や調度品、食べ物はじめ、芸能なども
佐渡へ持ち込む契機になった。
　湊の芸能として人気があった文弥人形は、盲
人の座語りとして先行していた説教人形の後、
農村にも広がっていき、各地の小祭りなどに興
行され人気を博した。あとになると人形をとも
なうようになり、現在の文弥人形になった。ま
た、知的な教養を必要とした能楽、連歌、俳諧
なども、地役人はじめ在郷の資産家、商人な
どにも普及していき、西国から指導者を招待し
て盛んになった。佐渡には連歌、俳諧興行の奉
納額が神社などに掲げられている例が少なくな
い。
　芸能などが流行してくるのは、かならずしも
世の中が好景気になっているときばかりではな
い。時代が変化して、つぎの展望が開かれたと
きにも、時代を担っている人たちによって文化
や芸能が盛んになってくる。
　元禄期を過ぎると、金銀山という華やいだ景
気はいっそう沈滞し、島民は足元の佐渡の新た
な生産資源を求めるようになった。佐渡国産物
の生産に具体的に目を向けるようになる宝暦期
以後の時期である。佐渡に一国一揆がはじめて
起きたのは寛延３(1750) 年である。鉱山だけに
よりかかっている時代は過ぎてしまって、この
一揆の中心にいた者は、農村の新興の有力者で
あった。この一揆は、起した側にさしたるよい
結果をもたらさなかったが、これを契機に奉行
所による地方政策が一変した。その大きな変化
は国産物の輸出規制解禁である。
　佐渡船はこの契機に、西回り航路を往来し大
坂方面に向い、蝦夷地の江差方面にも船足をの
ばすようになったので、各地から文化や習俗が
はいってくるようになった。農村から産物を集
荷して、人が集まる湊の繁栄があったのである。
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それは湊の鎮守の祭りに表われていた。
　神社の祭神が氏子の住む領域を回る神輿渡御
は、羽吉の羽黒神社の昔の月山神輿などに見ら
れたが、神輿が隊列を組んで渡御を行なうよう
になったのは、相川祭りを除けばこのごろから
である。
　小木木崎神社の神輿は、寛文 12(1672) 年に
京都から最初に送られてきたものであるが、寛
文 8(1668) 年には山王社の大宮の大神輿も造
立されている。小木の場合は天領米の輸送の
寄港地となったからである。現在の神輿は安
永 2(1773) 年に、大坂の米商人が寄進したもの
である。古い神輿は新保八幡宮に譲られたとい
う。国中の祭礼に渡御する神輿は、多くは北前
船が活躍する以後のものである。この時代には、
広範囲から佐渡へ文化や芸能などがはいってき
た。
　河原田に伊勢宿があって、そこを根拠地にし
て伊勢信仰が本格的にはいってきたのも同じ時
代である。農村では北前交易による魚肥によっ
て米の生産力が上がり、その米の他国払いに
よって裕福になっていた。村単位で伊勢神宮へ
御初穂を納め、太神楽の奉納をするようになっ
た。このときに伊勢御師が伊勢と佐渡を往来し、
既存の神社境内に伊勢小社を建てたりし、村々
を回って伊勢参宮を勧誘した。
　大獅子舞（ムカデ獅子）は尾張の熱田神宮系
の舞いであるが、一方、小木の上野には伊勢本
宮系の太神楽が残っている。佐渡には、時期を
異にして、さまざまな経路で神事や芸能がは
いってきている。また、このころ、西国からの
木綿衣料が本格的にはいってきて、麻の文化は
木綿文化にとって変わった。さらに、祭りの華
やかさを象徴するものに伊万里焼の流入があ
る。お互いに人びとを呼び合って、祭りの酒宴
や厄落としの祝い、旅のハバキヌギなどが派手
に行なわれるようになったので、人前で自慢の
種にする品が伊万里焼きであった。
　日本海を大きく回航する北前船は、佐渡の代
表的民謡である「おけさ節」を伝えた。九州の
南から吹いてくるハイという南風を受け、帆を
いっぱい張って北上してくる船が長崎県や熊本
県の湊に立ち寄り、船乗りたちの宴会の席のぞ
めき唄が、北上してくる各地の湊に伝わってい
き、場所によってはハンヤ節（佐渡）となり、
アイヤ節（津軽）ともなり、おけさ節となって
伝わっている場所も結構多い。また、大河川を
遡って上流のほうまで伝播している。このよう
な民謡が伝播していく過程には、多分にその土
地がもっている文化性が影響している。佐渡の
場合では、おけさ節は遅くまでハンヤ節といわ
れ、盆踊りなどには地域性のある唄となって伝
わっていた。山田のハンヤ節がその例である。
また、神輿の前などで唄われる「木遣り」も、
伝播してきた場所がはっきりしている場合もあ
るが、小佐渡一帯に伝わっている木遣りは西国
からの影響が多い。
写真 10　相川の鉱山祭り風景
( 戦前のおけさ流し）
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3.　まとめ
　日本は敗戦によって、それまでの古いよき伝
統や暮らし方まで、古臭いもの、封建的なもの
として捨て去り、とくに欧米の価値観や文化、
生活のあり方まで全面的に受け入れたまま今日
にいたっている。いまは、世界はグローバルに
動いているというが、昔からの習俗や祭りな
どで唄い継がれてきた民謡などは、けっして姿
を消しているわけではない。しかし、年末に行
なわれている NHK の紅白歌合戦には、民謡歌
手は一人も登場していないという変貌ぶりであ
る。
　グローカルという造語があるが、グローバル
とローカルの合成語である。日本には、この二
つの文明と文化を上手に融合して、新しい文化
に作り上げるという従来からの知恵を生かして
いるだろうか。地域社会は、いま大きな流れの
中に埋没して崩壊の道をたどっている。伝統文
化は地域社会が健全に存続していなければなら
ないのである。
　伝統文化という場合、民俗芸能とか、民俗行
事をすぐ思い浮かべる傾向がある。単なる古さ
と文化ではなく、広い社会基盤に立って考える
べきである。
　佐渡のような島の文化は「飲み込んで、はき
出す」という通過の文化とはならないで、積み
重ね融合して新しい文化を生み出す風土を形成
してきた。佐渡の伝統文化は、佐渡の風土と長
い歴史の中で育んできたのである。
　日本人の一年間の暮らし方、考え方は正月と
盆に分けて半年を単位に過ごしてきたのではな
いかと思う。正月と盆に都会から故郷に帰ると
いう意識が強いのは、われわれの中にある潜在
的な宗教観や季節の移り変わりの中で暮らすと
いう、生活のリズムをもっているからであろう。
　文化財保護法によって、古社寺や国宝保存が
でき、天然記念物が指定されるようになってい
るが、伝統文化の基盤にある現実社会の中で生
きている音楽、芸能、工芸などの無形文化財、
日常生活の中で使われている有形、無形の民俗
文化財などは、つねに時代の動きに合わせて変
化し展開している。文化財を収蔵庫に奥深くし
まっておけばこと足りるわけではなく、保存を
し、継承を考え発展させるものである。
　それにしても、昭和５０年代からの生活変化
の大きさは、この伝統文化を育む社会基盤を揺
るがしている。
　佐渡の芸能を分類すれば、神社にともなう神
事芸能があり、仏堂のオコナイ、能楽や狂言、
祭りにともなう鬼・獅子舞、稲作民の豊年祈願
の花笠踊、おけさ・甚句・音頭などの民謡、民
間芸能として人形などがあり、さらに歌舞伎や
春駒など、ひじょうに多彩である。そして、受
け入れてからは、その土地で少しずつ編成がえ
をしてきた。こうして長い間かかって島国の文
化的特徴を生んでおり、いかにも佐渡らしい。
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